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１． はじめに 

 

トーニー（Richard Henry Tawney, 1880―1962）は稀有なほどに広範にわたる業績をも

ち、経済歴史家、ジャーナリスト、社会主義思想家、労働運動者、成人教育の指導者とし

て著名であり、政治面においては労働党の政策立案のブレーンも務めた。トーニーの主た

る経歴を見てみると、ラグビー校を経て、オックスフォード大学ベイリオル・カレッジ卒

業後、トインビー・ホールに赴任し、その後、短期間のグラスゴー大学講師やジャーナリ

ストを経て、その生涯のほとんどをイギリス最大の成人教育組織である WEA（Workers’ 

Educational Association）での活動に尽力している1。 

 

トーニーは多方面にわたって学術的に高い評価を得ている人物であるが、経歴上でみる

ならばトーニーの生涯にとっては、WEA での成人教育の普及が主たる活動分野であった。

宮坂は、トーニーを「W.E.A の歴史における、もっとも傑出した理論的・実践的指導者」

と位置づけると同時に、「今世紀〔20 世紀〕英国の成人教育史における巨星――おそらく最

大の――であった」と、その成人教育における貢献を絶賛している（宮坂 1996b：165）。 

 

トーニーの業績は膨大であり、経済学や歴史学、または社会主義思想などの観点からは、

わが国においてもこれまでに数多くの研究がなされてきたが、それらに比して、教育学の

観点からの研究は少なく、とりわけ成人教育の分野において宮坂は「成人教育研究者によ

る包括的研究はまだ出ていない」と指摘している（宮坂 1996b：166）。本稿では、トーニ

ーの WEA での長期にわたる活動・実践と社会主義思想に裏付けられた成人教育思想の特色

                                                   
1 トーニーの人物・略歴・業績についてはテリルによる伝記が詳しく、本稿でも随所で参照

しているが、とくに巻末にまとめられた 572 点にものぼるトーニーの著作リストは、その

業績の膨大さを物語っている（Terrill 1973：287-313）。宮坂は、トーニーの業績について、

「ただひとりの人物がこれほど多面的な活動をおこない、そのひとつひとつですぐれた成

果をあげえたことも珍しい」と指摘している（宮坂 1996b：165）。 
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を明らかすることを目的とする2。こうした研究は、成人教育思想の源流を拡げることによ

って、今日における成人教育を根源的に考えるうえでの示唆をもたらすものと考える。 

 

２．トーニーの成人教育における軌跡 

 

（１）トインビー・ホール時代 

トーニーは、ベイリオル・カレッジ卒業後、1903 年から 1906 年までの間にわたって、

イギリス初の大学拡張としてのセツルメントであるトインビー・ホールにおいて児童田園

休暇基金の事務局長を務めた3。トーニーと福祉国家の建築者ベヴァリッジはベイリオル・

カレッジ時代からの学友であったが、彼らがトインビー・ホールに赴任するきっかけとな

ったのは、理想主義哲学者としてグリーンに次ぐ位置にあったベイリオル・カレッジ学寮

長ケアードの影響によるものであった（Dennis and Halsey 1988：153）。ベヴァリッジの

自伝によると、ケアードは学生時代の彼らに対して以下のように説いていたという。 

 

 

君たちが大学にいる間、君たちの第１の義務は政治やフィランスロピーにあるので

はなく、自己の修養にある。しかし、この義務をやり遂げ、オックスフォードで学ぶ

ことができるすべてを学んだ後、君たちの誰かにぜひやってもらいたいことがある。

それは、イギリスには大きな富が存在しながらも、なぜこのように貧困が存在するの

か、また、これらの貧困をどのようにして取り除くかを究明することである4（Beveridge 

1953：9）。 

 

 

テリルによると、トーニーがトインビー・ホールで働き始めたころは、ケアードの言葉

の意味がわからなかったが、３年後には実践を通じて自ずと理解できたという（Terrill 

                                                   
2 テリルが「トーニーは教育の理論家ではなかった」と述べているように（Terrill 1973：

182）、本稿でも研究の対象をトーニーの成人教育「論」ではなく成人教育「思想」として

取り扱う。 
3 トーニーは、当初、ベイリオル・カレッジ卒業後は COS（Charity Organisation Society）

に入るつもりだった（Winter and Joslin 1972：43）。 
4 ベヴァリッジは『ベヴァリッジ報告』（Beveridge Report）を発表した第二次大戦後のイ

ギリス福祉国家の建築者として有名であるが（Beveridge ＝1962）、トーニーもまた福祉国

家の学術的解釈の発展に大きな影響を与えた人物であり、とくに、社会政策研究の学祖テ

ィトマスとの学術的なつながりは強かった。たとえば、ライスマンは、「トーニーとティト

マスの関係性を通じて、イギリスの共同文化という伝統が、共有された社会的価値に強く

根差した社会福祉への要求へと変わった」と評している（Reisman 1982：74-5）。また、

ピンカーは、トーニーに関して、「彼は『ラタン・タタ財団』の創設に中心的役割を果たし、

LSE における社会福祉運営論の基礎を固めた」と述べている（Pinker 1994：322）。 
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1973：31）。ライトは、トーニーにとってトインビー・ホールの実践が重要であったことは

明らかであるとし、「そこには貧困と社会的困窮だけでなく、イースト・エンドの労働者階

級の連帯や『人間中心主義』（’humanity’）（当時のトーニーの言葉）を経験する、直接的な

接触があった」と指摘している（Wright 1987：４）。 

 

トーニーのトインビー・ホールにおけるもうひとつの収穫は、キリスト教社会主義者で

あったバーネット館長の下に活動したことによって、キリスト教社会主義の信念を確固と

したことにある（Meacham 1987：chap. ７）。これを裏付けるように、ライトは、「1914

年までに、社会主義者としてのトーニーの教育は事実上完成されていた」と指摘している

（Wright 1987：８）。また、トインビー・ホールで過ごした時期はトーニーの人生にとっ

ての大きな転機でもあった。トーニーは、1905 年に、バーネットを介して WEA の創設者

マンスブリッジと出会い、すぐにWEAの活動に加わり執行部の一員となった。その後、1906

年には労働党とフェビアン協会にも加入しているが、なによりも WEA への加入はトーニー

のその後の人生にとって一大転換期をなすものであった。 

 

一方で、ミーチャムはトーニーのトインビー・ホール時代に関して、「トーニーはこの数

年間で教育者として彼の感覚で最高の義務を果たせなかったことは間違いない」といい

（Meacham 1987：161）、「トーニーはトインビー・ホールで『実践によって』労働者階級

と関わることを望んでいたが、それはかなわなかった」と述べている（Meacham 1987：

171）。これらはトーニーが、トインビー・ホールでは、本格的にチューターとして講座を

もつことができなかったことへの幻滅をあらわしている。 

 

そうした理由から、1906 年には、トーニーはトインビー・ホールを去り、以降は主とし

て WEA での活動に専念した。トーニーにとってトインビー・ホール時代とは、成人教育と

の出会いと社会主義思想との確立時であり、その後の成人教育思想の形成への重要な起点

であった。 

 

（２）WEA 時代  

マンスブリッジは 1903 年に WEA の母体を立ち上げたが、その後の WEA の発展の最大

の要因は、ロッチデイルで試みた一クラス 30 名程度の受講生に対して３年制で最終試験を

実施し、修了証も与えるというチュートリアル・クラスの導入にあった。WEA でのトーニ

ーの最初の貢献は、そのチュートリアル・クラスの運営を先駆けて実践したことにあった。

宮坂は、「テューターとして、当時 Glasgow 大学で経済学を教えていた Tawney に白羽の

矢が立てられた。Rochdale というのは Manchester 大学に近いのだが、わざわざ遠い

Glasgow から Tawney を tutor として招こうというのは、Tawney の力量に対する信頼が深

かったことを意味する。なにしろ初めての実践であり、成否はテューターの能力にかかる
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こと大であったのである」と述べている（宮坂 1996b：101）。 

 

トーニーは、オックスフォード大学でチュートリアル・クラスのチューターを務め、ロ

ッチデイルやロントンなど５か所を巡り歩き、労働者を約 40 名のクラスとして経済学や文

学などの講義を担当した。トーニーは当時に関して、「もし私が私自身の教育のもっともす

ぐれた部分をどこで受けたのかと問われるなら、それは学校や大学ではなく、チュートリ

アル・クラスの時の若気にはやった青年教師として、毎週毎週、このクラスの学生からや

さしくも厳しい言葉で、うぬぼれがくじかれていったときだ、と答えたい」と述べている5

（Tawney 1964a：82）。矢口は、WEA の黎明期に関するマンスブリッジとトーニーの役割

分担を、「マンスブリッジが組織化の面で中心的な役割を果たしたとすれば、実質的な教育

はトーニィの思想によって支えられたといえよう」と評している（矢口 1998：148）。 

 

その後、WEA は急速に拡大し、1908 年の時点で、1,000 を超す労働者や教育団体と連合

し、その中には 420 の労働組合やその支部、150 の協同組合委員会、120 の成人学校やク

ラス、８の大学拡張当局、３のユニバーシティ・カレッジ、350 の諸協会が含まれるまでに

発展した（WEA 1909：par.10）。WEA が発展する一方で、19 世紀後半以降からはじまっ

た、オックスフォード大学の労働者階級への大学拡張運動も進展を見せていた。こうした

中、1907 年８月には WEA の働きかけにより、オックスフォード大学を会場としてオック

スフォード大学と労働者階級の教育に関する会議が開催され、1908 年には「オックスフォ

ード大学と労働者階級の教育」報告書としてまとめられた。同報告書によって、チュート

リアル・クラスの運営基本原理は確立された（WEA 1909）。同報告書を翻訳した安原は「訳

者あとがき」において、「同報告書の大部分は A. E. マージンと R. H. トーニーによって執

筆されたという」と記している（安原 2006：167）。このように WEA の拡大を促進した、

チュートリアル・クラスの発展や基本原理の確立は、WEA でのトーニーの初期活動にその

ほとんどを負っていた。 

 

こうした貢献から、1928 年にトーニーは WEA の会長に選出された。テリルは 1930 年

代の WEA を「トーニーの時代」と位置づけ、「彼はイングランドの成人教育の先導者とな

                                                   
5 トーニーは 1912 年の初著『16 世紀の農業問題』（The Agrarian Problem in the 16th 

Century）の見開きにおいて、「WEA 会長テンプルと事務局長マンスブリッジとにささげる」

と記しており、序文においても、「最後に私は言葉にはいいあらわせないほど多くのものを

２つに負っている」といい、「第１は私の妻に対して」であり、そして、「第２はオックス

フォード大学によっておこなわれたチュートリアル・クラスの人びとに対してであって、

私は過去の４年間、これらの人びとと共に働く（fellow-woker）という特権をあたえられて

きた。織布工や陶工や絋夫や機械工の愛情ある批判は、政治学や経済学の諸問題について、

書物からは簡単には得ることのできない多くのことを私に教えてくれた」と記している

（Tawney 1912：xxv）。 

http://wikimatome.com/wiki/The
http://wikimatome.com/wiki/Agrarian
http://wikimatome.com/wiki/Problem
http://wikimatome.com/wiki/The
http://wikimatome.com/wiki/Century
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った」といい、その活動ぶりを具体的に、「WEA の会長に選出された時期から 16 年後のバ

ルター法までの間で、トーニーは『ガーディアン』（Guardian）に教育に関する 90 本あま

りの論文を載せた」と述べている（Terrill 1973：84）。トーニーは 1945 年に WEA の会長

を退いたが、テリルはその働きぶりに関して、「WEA の過去のどの会長よりも、トーニー

はもっとも精勤な会長であった」と評している（Terrill 1973：85）。 

 

トーニーは、1947 年に WEA から身を引いた後に、WEA の拡大の軌跡をなぞるかのよ

うに、「イングランドでは、主な教育運動はすべて社会運動でもあった。それらは、人間ら

しい生活、およびそれをもっとよくしていけるような社会についての、ある特定の考え方

が、――精神と人格の陶冶という――ひとつの分野で表現されたものであった」と述べて

いる（Tawney 1964a：84）。宮坂は、トーニーとマンスブリッジとの WEA での「約半世

紀にわたる組織の接合（institutional connection）」について（Terrill 1973：37）、「両者

ともに成人教育は『民主主義の一翼』とみなしつつ、民主主義と社会主義の結合を求め、

あくまで『労働者階級』解放のための教育に固執したことが、Tawney の個性であり、また

W.E.A への最大の貢献であった」と評している（宮坂 1996b：168）。また、テリルは、「ト

ーニーの WEA へのなによりの貢献は、その教育と労働者運動の高度な水準を維持したこと

であった。トーニーは WEA のクラスを娯楽的な議論の時間にしようとしなかった。トーニ

ーは教育と労働者の社会的解放の間をつなぎ続けた」と指摘している（Terrill 1973：86）。 

 

３．トーニーの成人教育思想 

 

（１）「平等」と「ヒューマニズム」 

トーニーの成人教育思想の根幹にあったのは社会主義思想（キリスト教社会主義、もし

くは倫理的社会主義や民主社会主義ともいわれる）であり、その根底には「平等」と「ヒ

ューマニズム」があった。それゆえに、以下では、主として『平等論』（Equality）におけ

る「平等」と「ヒューマニズム」に関する主張を見ていきたい6。 

 

トーニーの「平等」思想の背景には、当時のイギリスの富裕層と労働者階級とが分裂さ

れているという社会構造にあった。トーニーは、「労働者階級運動が支持しているものは、

明らかに、富の獲得を通した個人的出世の過度な強調に対する強制としての社会正義と連

                                                   
6 トーニーは『平等論』の見開きにおいて、「ウェッブ夫妻にささげる」と記している

（Tawaney 1964b）。ピンカーはその理由を、「多分、それは、彼等が『国民最低限所得』

の必要性に関して見解を共有したからであろう」と述べている（Pinker 1994：318）。しか

し、デニスとホールジーによれば、その後、ウェッブ夫妻の福祉問題への過度な統計アプ

ローチや、ソビエトのスターリン体制を称賛した著書を発表したことにより、ウェッブ夫

妻への共感を失ったという（Dennis and Halsey 1988：180）。 
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帯という理想である」と労働者階級運動を肯定的にとらえ、「それは金銭と権力が人間の目

的に役立つものではなくなり、人間により高い価値を置き、それらにより低い価値を置く

社会の可能性を信じることである」と主張している（Tawney 1964b：40）。 

 

トーニーは、そのような不平等が社会的に蔓延しつつあるときにこそ、共同社会

（community）には、共同文化（common culture）が必要であると指摘している。トーニ

ーのいう共同文化とは、「かなりの経済的平等など――それは必ずしも金銭的な所得の同水

準だけではなく、環境の平等、教育と文明の手段に接近する機会の平等、保障と独立の平

等、および通常これらの平等が自ずともたらす社会的考慮の平等を意味する――を必要と

する」ものであり（Tawney 1964b：43）、トーニーはその役割を教育の普及に求めていた。 

 

そうしたトーニーの教育による「平等」志向は、中等教育論にも見受けられ、「教育的な

観点からいうならば、人間の肉体と知性の発達を促進するためには、正常なすべての子ど

もたちが初等教育から何らかの形で中等教育へと進むべきなのである」と主張している

（Tawney 1964b：72）。こうした主張の背景には、当時において、中等教育へと進むこと

のできる子どもは富裕層に限られていたことがある。1922 年に、トーニーは労働党の教育

諮問委員会のために『すべての者に中等教育を』を執筆・編集していたが（Tawney 1922

＝1971）、トーニーの主張は 1926 年の「ハドウ委員会報告書」に反映はされたものの、実

際には第二次大戦後まで現実化されなかった。 

 

また、トーニーはパブリックスクールの問題点について、「異なった階層の人々を、まる

で人種が違うようにあつかう教育の組織は、〔階級間の〕相互理解を妨げる。わが国の現在

のやり方は、まさにそれなのである」と否定的な見解をみせる（Tawney 1964b：61）。ト

ーニーはそうした教育の弊害と矛盾を、「第１の立場としては、それは、能力について誤導

という結果を生む。収入の少ない家庭の子どもは、寄宿生のパブリックスクールが与えて

いるような形式の教育には、恵まれた能力をもった子どもに対し、経費がかかりすぎるた

めに入学を阻止されている」と指摘する（Tawney 1964b：63）。さらに、トーニーは、「恵

まれた能力をもった子どもだけでなく、その両親の財力が決定的な役割を演ずるような、

高等教育選択制度の第２の結果も、また同じく深刻である」と教育における「平等」の問

題を高等教育にまで拡げている（Tawney 1964b：64）。結局、トーニーは、これらの問題

は、「財産に基づく差別という、克服しなければいけいない重要なものを、かえって恒久化

することになるであろう」と、当時の教育制度のもつ経済的な「不平等」の固定化を助長

する傾向を批判している（Tawney 1964b：67）。 

 

また、トーニーは「ヒューマニズム」の観点からも教育の有する精神と人格を陶冶する

力を重視していた。トーニーは、「ヒューマニズム」とは、「生存の機構（machinery of 
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existence）――財産、物質的な富、産業組織、および社会制度のすべての構造と機構――

はひとつの目的のための手段とみなされるべきであり、そして、その目的とは個々の人間

の完成に向かっての成長である、という信条のことである」と定義している7（Tawney 

1964b：85）。 

 

ライトは、「トーニーにとって、社会の道徳的病理の診断と道徳的健康の回復のための処

方箋は、つねに中心的な優先事項であった」と述べているが（Wright 1987：29）、その処

方箋のひとつに、教育の普遍化における「平等」と「ヒューマニズム」の確立と追及があ

ったことは間違いないであろう。 

 

デニスとホールジーは、『イギリスの倫理的社会主義』（English Ethical Socialism）にお

いて、倫理的社会主義の代表人物として、モア、コベット、ホブハウス、オーウェル、マ

ーシャル、トーニーの６人をあげているが、その中でもトーニーは倫理的社会主義者の「偉

大なる現代の巨匠」として位置づけられている（Dennis and Halsey 1998：３）。デニスと

ホールジーは、トーニーの倫理的社会主義思想の特色として、「なによりもまず、人間的、

道徳的、そして宗教的であった」と指摘している（Dennis and Halsey 1988：150）。トー

ニーの社会主義思想は、実際に、その後の労働党の著名な指導者層にも多大な影響を与え

た。テリルは、「ゲイツケルやダービンにとって、トーニーは彼らの知るうえでの最高の民

主社会主義の主唱者であった」と述べている（Terrill 1973：79）。 

 

 

（２）成人教育 

トーニーの成人教育思想に関しては、主としてトーニーの没後にまとめられた論文集で

ある『急進主義の伝統』（The Radical Tradition）の第２部「教育」にまとめられている。 

 

トーニーは、成人教育における「人文教育」に強いこだわりをもっており、「とくに『人

文教育』は、若干の限定された職業グループ――これにいま企業の経営という職業も加え

ようとされているのだが――に属する人びとにのみふさわしいものであり、それは肉体労

働者階級とは何の関係もないものだという、多くの教養人のあいだに流布している、気ど

りこんだ、厚かましい考え方である」と述べている（Tawney 1964a：71）。岡田と中村は、

トーニーの成人教育における人文教育の強調に関して、「実はここに、彼の成人教育論の基

本的主張が存在する。すなわち、彼は、すべての人々に高度の人文（自由）教育を提供す

                                                   
7 トーニーは「ヒューマニズム」という用語を「唯物主義のアンチテーゼ」として用いてい

ることを強調している（Tawney 1964a：85）。トーニーは『急進主義の伝統』の「社会の

経済構造」において、マルクス社会主義に対して極めて否定的な見解を示している（Tawney 

1964a：chap. ９）。 
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ることを理想とし、その具体的方策としての『成人教育』を訴えるのである」と指摘して

いる（岡田・中村 1969：94）。矢口は、「トーニィはアーノルドやラスキンの教養論を引き

継ぎつつ、リベラルな教育を人文教育（human education）と同じであると解釈し、大学

がその提供者になるべきであると主張した」と述べているが（矢口 1998：149）、トーニー

の強調する「人文教育」は、「教養教育」と同義としてとらえてよいであろう。 

 

トーニーは教育における「平等」を重視し、「〔教育における〕選考は、能力のない者が

高い地位につくのを防ぐために必要とされる」と論じているが（Tawney 1964a：73）、そ

の背景には、富裕層にのみ教育の機会が与えられ、労働者階級にも有能な人間がいるにも

かかわらず、低い地位に押しとどめられているという当時の教育をめぐる矛盾の構造があ

った。それゆえに、トーニーは、「われわれが要求しているのは、生涯を通じて『普通の』

労働者である人びとにも、できるかぎりの大学教育を、ということなのである」と成人教

育の必要性を強調する（Tawney 1964a：74）。トーニーにとっての成人教育は「平等」な

民主主義社会の形成への重要な原動力となるものであった。 

 

トーニーは成人教育の意義について、「教育に終わりはないということは、人類が若いこ

ろには覚えておきながら、実際にそれにあたる年ごろになるとどうでもよいと考えている

ような、そういうもっともらしい常識のひとつである」と、個人の精神の向上と人格陶冶

という「ヒューマニズム」としての成人教育の必要性を主張している（Tawney 1964a：80）。 

 

トーニーは、成人教育を含めて教育の有する力を以下のように述べている。 

 

 

教育というものは、他にいろいろな効用はあるとしても、少なくとも部分的には、

われわれが自分の孤立した人格の壁を乗り越え、過去の人間もふくめてわれわれの同

朋と利益を共有する世界に加わる過程である。文学や芸術、社会の歴史や科学の教義

をある程度学ぶことによって、人類の勝利と悲劇を知り、人間の性質がどれくらい高

められるか、そしていかに深く押し下げられうるかを認識するところまでいくのでな

ければ、いかなる人もこの世界で十分に平静でいることはできないのである。 

.... ....成人教育がその名に値するのであれば、その目的は単に信用しうる知識を授与

するということだけではない。それはもちろん重要ではあるが、しかしそれ以上に知

識を支配し利用する知的な活力を育み、それによって知識が重荷になったり、自慢の

種になったりするのではなく、建設的な思想の刺激となり、行動への奨励となるよう

にすることである（Tawney 1964a：83-4）。 
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すなわち、教育とは人間の性質を高めるものであり、それを継続する成人教育とは、新

しい思想や行動への奨励となりうるものなのである。こういった新しい思想や行動は個人

の精神と人格の陶冶だけでなく、社会に対しては「平等」の追及を可能とするのであった。 

 

こうしてみると、トーニーにとっての成人教育は、トーニーの理想とした「機能社会」

（functional society）へという道筋をつけるためのものであったと解釈できよう8。トーニ

ーは、初期の著書『獲得社会』（The Acqusitive Society）において、「機能社会」について

以下のように述べている。 

 

 

機能とは、社会的目的という理念の具体化と表現する活動として定義することがで

きるだろう。 

.... ....産業の目的は明白である。それは人間に必要で、有用で、美しいものを供給し、

肉体または精神に生命をあたえることである。産業がこのような目的で支配されてい

る限り、無害であり、面白くあり、人間の活動のうちでもっとも重要なものである

（Tawney 1921：15）。 

 

 

一方で、1920 年代までのイギリス社会を「獲得社会」（acqusitive society）と称し、以

下のように批判している。 

 

 

彼らは社会組織の目的や基準などを問われるならば、〔功利主義的な〕最大多数の最

大幸福の公式を想起させるような回答を与えるであろう。 

.... ....幸福とは個人的なものであり、幸福を社会の目的とすることは、社会そのもの

を各人がある個人的な達成に努力している無数の個々人の野心に溶解してしまうこと

にほかならない。このような社会のすべての傾向と利益と占有観は富の獲得を促進す

ることであるからこそ、それを「獲得社会」と呼ぶことができる。 

.... ....このような理念の衝動のもとには、人々は宗教的にも、知的にも、芸術的にも

ならない（Tawney 1921：32-3）。 

 

                                                   
8 トーニーの「機能」という概念は、フランスの社会学者デュルケームの機能主義論に影響

されたものと推測されている（Durkheim ＝1989）。ピンカーは、「『獲得社会』と『平等論』

にはエミール・デュルケームの名前は出てこないが、いずれの書にも彼が書いたのと同じ

様な節がある。ティトマスと同様にトーニーも、良い社会とは統合的社会制度と共通の社

会目的によって結ばれた道徳的コミュニティである、と考えるデュルケーム的見解を示し

ていた」と述べている（Pinker 1994：322）。 
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 功利主義の原則では、少数の幸福は無視されることになる。矢口はトーニーの「獲得社

会」に対する強い批判に関して、「物質中心、利益中心の社会を批判し、その弊害がすべて

の人々を縛るものであることを指摘するトーニィの姿勢は、一貫して彼の教育思想の基礎

をなしていた」と指摘している（矢口 1998：150）。 

 

トーニーは、「平等」と「ヒューマニズム」の確立のためには、人間が生涯にわたって学

び続ける必要があるという考えをもっていたのであり、そこには、すべての者の善き生活

を実現する共同社会の構築が必要となるという、トーニーの母校であるベイリオル・カレ

ッジの理想主義哲学の伝統が見受けられる9。 

 

４．おわりに 

 

デニスとホールジーは、「トーニーは、パックス・ブリタニカの終焉から、労働党が政治

的急進主義の主たる担い手であることを終え、国家体制になるまでを見終えてから、1962

年に生涯を終えた」と述べている（Dennis and Halsey 1988：149-50）。トーニーの生涯を

時系列的にみれば、『獲得社会』（＝1921 年）から『平等論』（＝初版は 1934 年）そして

WEA での長期にわたる活動（＝1905 年から 1947 年）というように、トーニーは「獲得社

会」から「機能社会」へという発展を理想とし、そのために「平等」と「ヒューマニズム」

の確立を求め、生涯を通じて成人教育の普及および発展に尽力したといえよう。 

 

わが国の成人教育研究や実践においても、イギリス成人教育は多大な影響を及ぼしてき

たが、トーニーの成人教育史における貢献に関する包括的な研究がなかったのは不思議に

思われる。トーニーの成人教育思想の特色は、それが有する力を、第１に、個人の内面に

おいては、「ヒューマニズム」としての生涯にわたって学び続けることによる精神と人格の

陶冶の力、第２に、社会の構造に対しては、「平等」の追及による理想的な社会、すなわち

「機能社会」を実現する力、とみなしていたことの２点にあったと要約されよう。 

 

それを今日のわが国の成人教育関する考え方の現状に照らし合わせ、この２点のバラン

スを考えてみるならば、より後者の点に力を入れていく必要と思われる。教育とは人間の

成長を促すだけでなく、社会の安定及び変革の力ともなりうるものであり、とりわけ民主

主義社会を深化するうえで成人教育の必要性はもっと強調されてしかるべきであろう。ト

ーニーの成人教育における軌跡と思想は、今日のわが国の成人教育においても十分に示唆

                                                   
9 理想主義哲学とは、オックスフォード大学ベイリオル・カレッジのグリーンを中心に形成

された哲学であり、ドイツの観念論とギリシャ哲学とを融合させた、功利主義と対をなし

た自由主義の改良を志向する哲学であった（Adam ＝1968：cap. 2）。 
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に富む知的遺産であるといえよう。 
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